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2. 利用者の２/３くらいが

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

60

3. 利用者の１/３くらいが

59

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

事業所名 グループホーム　やすらぎ　　　（１階棟 ・ ２階棟）

3. 利用者の１/３くらいが
2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

67

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

〒825-0002　福岡県田川市大字伊田４２６番地　　　　　　℡ 0947-42-8830

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1  自己評価及び外部評価結果

4071901153

法人名 株式会社　ケアスピリット

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
職員アンケートそのまま掲載
＊健康管理や安全面、ゆったりとした生活が利用者は出来ている。（同じ意見多数あり）　＊自然のままに高齢
者の本来の力やあり方を大切にしている。ご家族ともコミュニケーションをとり家族と同じ気持ちになって介護を
している。手作りケーキなどイベントも心を込めて楽しい時間を過ごしています。　＊人間らしく、ご利用者の尊
厳や権利を損なわずその人らしい生活して頂ける様心掛けている。（同じ意見多多数あり）　＊病気の早期発
見、生活状況を出勤時に気づき職員が一丸となって事業所の発展に努めている。　＊穏やかに安心して暮らし
てゆける環境が出きている。　＊清潔感がある。（施設内）同じ意見ありあり＊おおいに、わがままが言える、そ
れはとても素敵なことです。それを職員は受け入れている。　＊皆さんマイペースで生活が出来ているので幸せ
だと思います。　＊食事が美味しいと皆さん完食されています。お米が美味しいと皆さん言われます。食欲旺盛
が素晴らしいです。　＊やすらぎは明るくて清潔である。全室南向きで暖かいです。ご利用者が元気で若い。

所在地

自己評価作成日 令和０２年０３月１３日

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

1. 大いに増えている

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

4. ほとんどない

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. ほぼ全ての利用者の

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と

4. ほとんどない

評価結果確定日令和０２年０１月０６日

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

所在地

58

令和０２年０３月０６日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの

項　　目

「やすらぎ」は、自然豊かな環境の中で１６年前に開設した、小規模多機能事業所併設、定員１８名の
グループホームである。利用者の状況に応じた医療機関と連携し、ホーム看護師、介護職員が協力し
て、２４時間安心の医療体制が整っている。毎週金曜日には小規模多機能事業所に出かけてカラオ
ケやエステ、マッサージを楽しみ、メリハリのある暮らしの支援に取り組んでいる。調理専門の職員
が、旬の食材を使って作る美味しい食事を提供し、誕生日の手作りケーキ、行事食等、「食」を楽しめ
るよう工夫している。利用者が我儘を言えて好きなように暮らすことができるホームを目指し、利用者
に寄り添い、利用者の明るい笑い声が毎日響いている。また、外部評価を真摯に受け止め、全職員で
改善に向けて取り組み、確実に進歩を続けているグループホーム「やすらぎ」である。

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

訪問調査日

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



内部研修を通じて高齢者虐待防止法について学ぶ機会を持
ち、言動には極力注意をはらっている。又「グループホーム
やすらぎ」は絶対に身体拘束はしない、と管理者、職員とも
周知徹底している。

運営推進会議に市町村の職員（包括支援センター職員）に
出席してもらい、施設の現況報告を行ったり、講演会のお誘
いなどお互いに情報を交換している。実際に、在宅がもう困
難な人の受け入れ状況など連絡、協力関係を築いている。

内部研修を通じて身体拘束について学ぶ機会を持ち、正し
い知識を持ってケアに取り組んでいる。又3ヶ月に1度外部講
師として招き、身体拘束をしないケアについて研修を行なっ
ている。

毎週金曜日はエステサロンやカラオケに来てくださいと御近所へ
呼びかけている。又3ヶ月に一度隣接しているあんしんにて介護教
室と題して、お茶やお菓子をいただきながら、地域の方やご家族の
方へ自由に参加してもらい､認知症の理解、悩み、相談を受けてい
る。たまにはゲームを楽しんだり多いときで8人の参加でしたが地
域の方とはじめて寄り添えたような感動を覚えています。12月､1月
はお休みなので､2月の中旬には再会したいと思っています。

前回の目標達成にて参加委員の増員に力を入れた。２人の薬
剤師に参加してもらっている。ホームの利用者の事例検討を通
して創意工夫をすることでこんな変化があったとかこんなに元気
になりました話が広がり、また参加したい、と言ってもらえる会議
に取り組んでいる。また薬剤について入居当時に比べると精神
薬がほぼなくなっていることをほめてもらったことは職員の志気
を高めている。

「人間らしく、自然のままに、地域とともに」の理念を掲げ、毎
朝、全職員で唱和している。また、実践している介護に理念
とずれがないか振り返っている。そして、自分も相手も尊重
するとは？を常に考える力を共有し続けている。

近くのスーパーには、買い物の日に、時折利用者と一緒に下着な
どの買い物に行き、気分転換を図ったりして普通の暮らしをしなが
ら、地域の住民として交流している。又スタッフは地域のゴミ箱の
回りの清掃を行ない清潔な町つくりに努めている。毎週水曜日に
はピラティス教室（ストレッチ）を開催している。職員や訪問看護師
さんなどが参加し、健康な体づくりに励んでいることを、地域の方
にも運営推進会議において区長さんにお誘いを呼びかけたり、地
域の方に声を掛けている。



職員採用にあたって重視しているのは人柄や介護への情熱
であり、年齢や性別は全く問題にしていない。職員のそれぞ
れの長所が活かせるような環境づくりに努めている。実際年
齢は２１歳から８３歳のスタッフがやすらぎでは働いている。
（やすらぎ開園以来１７年の勤続年数　）　元気な８３歳のス
タッフは園長はじめ　やすらぎ女性スタッフの「希望の星」と
なっている。

内部研修は、ミーティングを通して行っている。外部の研修
においては、３ヶ月に一度、ケアマネで、大学の准教授でも
ある講師として招き、身体拘束の研修から、認知症ケアを通
して、人としての対応を学んでいる。

毎月5日を定例ミーティングの日とし業務の流れ、利用者の
カンファレンス、内部研修を行っている。中旬にはⅠ階棟、２
回棟とで、別れ個別にまたは　ミーティングを通して、十分に
聞く機会を設け、参考になる意見、提案は取り入れている。

職員一人一人の長所を見出し、評価することによってさらなる向上
心をもって働ける環境づくりに努めている。数ヶ月に一度は個人面
談も行っている。又健康なこころは、健康な身体からとして毎週水
曜日18：00からピラティス教室を開催している。あんしん、サテライ
ト、やすらぎの職員の交流の場として、地域の方たちの交流の場
として提供している。実際右手が上がらなかった職員が上がるよう
になったと喜んでいる。運動は大切なことだと実感している。

契約時には退居時のことも含め十分な時間をかけて説明を
行い、利用者と家族の自己決定権を最大限に尊重して、家
族や利用者の不安解消に努めている。

苦情は宝と受け止め、苦情対応委員会を設け、できるだけ
利用者、家族の意にそえられるよう真摯に対応している。ま
た意見箱を設置し、談話室等にポスターを貼るなどして、苦
情相談窓口の紹介も行っている。

ミーティング又は内部研修にて権利擁護に関する制度成年
後見制度について学ぶ機会を持っている。現在は個々の必
要性がないが今後、それらを活用できるよう、どんな支援を
したらよいのかを学んでいる。



家族とは面会が途切れないようお願いしており、家族には本
人に安心感を与えるような役割を担ってもらっている。

本人は勿論、家族にも十分な時間を設け意思を尊重し、意
に添えられるよう職員は努めている。

洗濯物畳み、テーブル拭き、食事の準備、リネン交換、掃
除、衣替えなど出来る範囲で利用者に一緒に行ってもらって
いる。残存機能を活かした、本人の楽しみ、目標を大切にで
きるよう職員は努めている。

本人に実際に見学に来てもらい、５感を十分に感じてもらえ
るようなホームに努めていること。それを説明できる様、十分
な時間を設け、できるだけ要望を聴き、本人本位を基本に関
係つくりに努めている。

家族とはいつでも気軽に相談できるような関係づくりに努
め、家族の意見、要望も最大限に尊重しているが、本人の
意見や要望をもとに家族とのパイプ役にもなれるよう努めて
いる。

内部研修を通して、アサーティブコミュニケーションのトレー
ニングを行なっている。「自分も相手も尊重する」をテーマに
研修内容を抜粋（人は相手を見ている「こころのまなざし」で
つたわることも、伝わらないことが多いにある、相手の先入
観、そのこころの眼差しを一度リセットとして相手を対等な人
として尊重をする」そのトレーニングを研修時行なっている。

できていない。今後の課題です。



一人ひとりの情報は、個人記録としてファイルし、担当者会
議やミーティングを通じて全職員が把握している。受診記録
には緊急時に持ち出せるよう情報提供もファイルしている。

毎日一人ひとりの介護記録だけでなく、若いスタッフからの提案
にて、暮らしの日記から、「やすらぎ便り」に変わり、その人の活
き活きとした日常生活場面を捉えて写真を撮り、記録している。
注意深く、一人ひとりの観察は、利用者の体調の変化や、気づ
きに繋がると全職員は周知している。実際にそのひとの活き活
きとしたいい表情を捉えた写真が出来ている。又受診記録は個
別に作成し心身状態も把握できている。

スタッフは毎日沢山の会話をし、思いを共有している。スタッ
フは１０年勤務者が多いため、長い入居者の思いや高齢に
なっても元気な利用者を自慢に思っている。

日々コミュニケーションを取り、思いや希望、意向を聞いて、
できる限り本人の望む生活が出来るよう努めている。

利用者同士の関係は、全職員がよく把握して、趣味が合う利
用者同士でそれぞれの居室にて訪問したり、しあったりし
て、お茶など飲みながら、楽しい会話が聞かれる。

長期入院になった、利用者にはお休みに何人かでスタッフが
見舞っている。又、たまにやすらぎの近くまで来たと息子さん
が、寄ってくれコーヒーを飲みながら会話され帰られる。又、
一年前にはやすらぎ開園時入居された方の娘さんからの相
談を受け、やすらぎは満床のため隣接の小規模多機能の利
用の支援を行った。

いつでも、園を開放している。訪問しやすい環境つくりに努
め、家族、友人との今までの生活を持続させることができる
よう、受診もできるだけ家族に支援してもらえるよう呼びかけ
ている。おひとりは、４週間に一度病院に同行していただき、
時々外食（昼食）をともに楽しんでもらっている。



重度化した場合における対応に係る指針については本人・
家族に説明し、理解をいただいている。本人・家族の意向に
沿いつつ、できる限りの介護は行っていくが、それでも無理
な状況になった時は、連帯医療機関で必要な医療が受けら
れるように支援している。

週に3日は看護師が勤務し問題や、不安なことがあれば、連
絡にて、何時でも、24時間体制で看護師が利用者の体調管
理を行っている。介護職員は、利用者の心身状況を報告し
て、適切なアドバイス、指導を受けている。

主治医や医療ソーシャルワーカーと連絡を密にし、病状の経
過把握に努めている。やむを得ず入院が長期に及ぶ場合で
も居室を空けて待っていることを利用者に伝え、安心して治
療が受けられるよう支援している。退院前には、病棟看護師
とやすらぎ看護師のカンファレンスを行なっている。

ご利用者は、殆ど長期入居にて高齢者が多く、外出を拒否さ
れる方が多く、なんとか工夫を試み近くの道の駅や、添田公
園などにドライブへ行き地域とのつながりを感じてもらえるよ
うに支援している。その他の方は道の駅などへ、買い物や外
食のあとの「ソフトクリームが食べたい」と楽しみにされてい
る。暖かくなる日を心待ちにされている。

かかりつけ医は、本人及び家族とよく話し合って、決定して
おり、二週間に一度、往診してもらっている。また、かかりつ
け医とは、緊急の時でも主治医や看護師に対応してもらい、
必要な医療が受けられるよう関係を築いている。

今までの生活歴、現在の心身状況を考慮し、本人、家族、関
係者と十分な協議をして、介護計画を作成している。また、
モニタリングを随時行い、検討して、次の介護計画に反映さ
せている。

内部研修や個人指導を行って、個別記録にケアの実践・結
果、気づきや工夫を記入することが情報の共有と今後の計
画の見直しに活かされるので責任を持って記入するよう指導
している。



自分で身だしなみやおしゃれができる人には自分で行ってい
ただいているが、できない人には職員ができない部分の支
援を行い、外出のときは特におしゃれをする支援を行ってい
る。週にいち度のエステサロンにてマッサージの後お化粧も
しておしゃれをする楽しさやみだしなみへの興味をもってまら
えるようになったが、希望する方が３．４人と決まっているた
め、その他の方にも行なってもらえるよう努めたい。

旬の食材を使用して、季節感が味わえるよう工夫している。
準備や片付けは利用者のできる能力もあり、台ふきや箸の
準備等簡単な作業は行っていただいている。

利用者が自分の生活を自分で決定できるよう主張している。
自由意思をもって生活をしている。職員もよくそのことを理解
し、受容している。

集団での体操やレクリェーションも行っているが、参加は決し
て強制ではなく、個人の好み、嗜好に合わせた個別ケアを
重視している。

消防署の協力で、通報・避難・消火訓練を実施している。ま
た、利用者に参加してもらい、職員と一緒に避難訓練を行っ
ている。地域の消防団が、何かあれば、すぐに駆けつけても
らえる協力体制を築いている。

利用者を「人生の先輩」として最大限に敬意を表している
が、どうしても毎日一緒にいると少し慣れ合いになって、友達
のような話し方になっているので、皆で注意し合っている。職
員には自分も相手も尊重するということを常に考えることが
出来るようアサーティブコミュニケーションの訓練をしてい
る。定例ミーティングでは「自分も相手も尊重するとは？」を
音読している。

定例ミーティング、内部研修を通して、急変時の対応や、事
故発生時の応急処置について学んでいる。　　又救命講習
を受講したスタッフが応急手当の知識、実践を身につけてい
る。また、事故発生時のマニュアルを作成し、目につきやす
い場所に貼っている。



利用者が使用している薬のファイルや、受診記録ノートには
常時目を通している。重要なことは申し送りノートに記し、全
職員が把握するようにしている。また、精神安定剤は使用せ
ず、副作用なく安定した生活が送れるよう努めている。

入浴日や時間帯は決まっている。また、順番をきめているので利
用者みんなが納得の上で決めたことなので、不平・不満は聞かれ
ない。以前はもめていたことがあるので、ボードを作り、順番を書
いていたが、夜間ある利用者が順番を換える事件があった。しか
し、そのことより、どんなに認知症があってもそんあことができるこ
とに、スタッフが関心したりユーモアにして笑いに換えるそんなス
タッフがいることに、日々救われている。

個人の意思を尊重して、部屋でゆっくりくつろぎたい人には
ゆっくりくつろいでもらっている。また、部屋で気持ちよく眠れ
るよう部屋の空調・換気には日々、気を配っている。

人としての尊厳はまず、自力にての排尿だと考えているので、昼
夜、トイレで自力で排泄できるよう支援している。また、利用者の意
思を尊重して、できない部分の援助にとどめ、利用者が頼みやす
い雰囲気づくりにも努めている。やすらぎは絶対寝たきりにしない
を目標にしているので、病気にて尿意のない方は別として排尿排
便はトイレにて行うをスタンスとしている。認知症にて何回もトイレ
に行こうとさせれ方にもその都度対応している。トイレリハビリには
特に力を入れている。

調理専門2人体制にて、工夫してメニューを考えており、水分
補給はどんどん勧めている。また、ケアチェック表において
排便確認はしっかり行っている。便秘傾向の人については
かかりつけ医に相談し、指示を貰っている。

食べる量、栄養バランスは専門の調理師が、調整して行って
いる。水分は３度の食事の他、１０時、１５時にとっていただ
き、個人でも水筒を持って管理されている。個人で管理でき
ない人には職員がよく観察して、水分補給を声かけして、勧
めている。水分量の必要な方にはチェックをおこなっている。

最低食後３回は歯磨きをしている。（新しく入居された方、又生活
習慣が整っていない方は最初は拒否をされていたが、毎日の習慣
のなかでスタッフの根気もあるが慣れてきている。）自分でできる
人には自分で行っていただいている。できない人には能力に応じ
て、できない部分の援助にとどめ、必要な支援を行っている。又訪
問歯科にて週１回ほぼ全員口腔ケアを行なっている。口腔ケアに
はとても力を入れている。そのお蔭で今現在では誤嚥性肺炎ゼロ
です。心臓にも口腔ケアは大切であると職員は周知している。



段差を解消し、必要な所に手すりを設置し、ドアは開閉が楽
な引き戸にしてバリアフリーな環境づくりに努めている。ま
た、危険なものは目につく所には置かないよう配慮してい
る。又ホールに置いてあった畳は外し安全を第一に工夫して
いる。

ホールにはゆったりとくつろげるソファーがあり、うたた寝をさ
れている。気の合う利用者同士の居室にて夕食後はおしゃ
べりなどして愉しいひとときを過ごしている。　又隣接の利用
者の交流は、週に1度、以前のご利用者の家族のボランティ
アにて紙芝居やゲーム本読みなどをして頂き、憩いの場と
なっている。

居室には本人、家族の写真又亡くなった御主人の写真や仏
壇を置いており、朝夕とお茶をあげられている。本人の使い
慣れた家具、テレビ、嗜好品が置かれ、居心地よく過ごせる
ようにしている。また、部屋の入り口のドアに本人の好きな花
の写真を飾っている。

本人の希望があれば、当苑の電話を使用してもらっている。
事務的作業は職員が支援している。しかし高齢化や認知症
が重度化しているためその機会も年々減っている。

施設の周辺は田んぼで囲まれており、静かでのどかな環境で生活
してもらっている。中庭には桜の木を植えており、花見の季節には
利用者、職員で花見を楽しんでいる。また、暖かく、天気の良い日
にはデッキでお茶を飲みながら歌ったり、おしゃべりしたりして楽し
んでいる。庭や芝生は専門の職人さんに手入れをしてもらい、時
にはスタッフの家族がボランティアにて手入れをしてくれる。手入
れの行き届いた庭は高齢者にとっての大切ない心地の良さだと周
知している。

スタッが買い物の日を決め、時には希望の御利用者やスト
レスの溜まっていそうな御利用者を誘ってスーパー出掛けて
いく。帰ってきたら笑顔いっぱいである。

自己管理できる人には自分で管理していただいてているが、
できない人、または不安のある人に関しては当苑の方で管
理を行っている。家族が面会に来られた際には領収書と出
納帳に目を通してもらい、サインをいただき、毎月手紙と一
緒に出納帳のコピーを送っている。

集団のレクリェーションの支援だけでなく、個別に折り紙をさ
れたり、イラストを描かれたり、ゲームを楽しまれたり、一人
ひとりの嗜好、楽しみに応じた支援を行っている。やすらぎで
もカラオケ機材はあるが気分を変えたいときは隣接の小規
模施設まで出かけ歌い、楽しまれている。




